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　最近はインターネットの普及により、 本当に色々 なものが便利になっていますよね。 私自身も、インター

ネットの通信販売を利用して、 書籍や子供服などを購入しています。 早いものだと翌日には自宅に届く

のでビックリします。 私共が取り扱う商品や工事までも、 同じようにネット販売されています。（かなり悪

質な手口もあるので、 注意してくださいね）

　そうした進化の中で、 田原市に密着した地元企業として、 これからどうあるべきかを見つめ直した時、“そう

いう時代だからこそ”今まで支えてくれた地域と、 お客様一人ひとりとの“心の繋がり”こそが弊社の

強みであり、 今まで以上に大切にしてきたい、 そして次世代まで繋げていくべき貴重な財産だと、 確信

に至りました。

　しかし残念なことに、 日ごろは工事や点検など、 仕事に関したお声がけをいただく以外で、 なかなか

お客様と接する機会が持てていないのが実状です。 そこで、 弊社の近況や、 ちょっとしたお得情報、

地域の情報など、 たわいもない内容を機関紙として発信し、 定期的にお届けすることで、 少しでも

お客様との繋がりを保っていけたらと考え、 今回の創刊に至りました。

　日 お々忙しいとは存じますが、 ちょっと一息つきながら、 簡単にでも本誌に目を通していただけたら幸い

です。 ご家族・お知り合いの方 への紹介も“ぜひ”お願いいたします。

“スギテツレター”創刊にあたって

　4 人兄弟の 3 男として生まれた祖父

（創業者：新吉）は、 終戦後に住むと

ころもなく、 近所のお寺の一角にあっ

た小屋を間借りしながら、 戦時中に

工兵として身に付けた技術を活かし、

鉄の工作等で生計を立てたのが弊社

の創業です。

　私が幼少のころは、 自宅脇の小さな工場に、 古めかし

い旋盤（鉄を削って工作物を削り出す機械）が設置さ

れていたのを覚えています（創業時は水道工事店では

ありませんでした）。会社組織になったのは、しばらく

たった昭和 46 年、そこで初めて「杉浦鉄工設備」を設立しました。 

平成 2 年に改名した、 現社名の「スギテツ」の由来はここです。

「  “鉄工”の名前は水道屋らしくない !!」との父（二代目：修）

の意向で社名変更したはずが、「スギ（杉浦）テツ（鉄工設備）」

と、略しただけで何のひねりもなく、「結局  “テツ”って入ってる

し…」と子供ながらに思ったことを覚えています。

平成 27 年に現在のロゴにリニューアルしています。

スギテツの成り立ち

旧：杉浦鉄鋼設備ロゴ
「S.S」 は杉浦新吉の頭文字

株 式 会 社

平成2年～平成27年 平成27年～

株式会社スギテツ、代表の杉浦学です。

日頃より温かいお声がけ、ありがとうございます。

スギテツ
ロゴの
変遷
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住宅水道設備

農業用水工事

井戸工事

本管工事
農業や企業活動に関する水道工事もおまかせください！

Su�itetsu Le�er
スギテツレター

　昭和51年に、姉・弟の三姉弟の長男として生まれる。幼少期より勉強、運動など何をやってもい

たって普通、どこにでもいる子供。 これと言って特筆することもなく成長するも、普通過ぎる人生

に対しコンプレックスに陥る。高校時代に「俺はこんなことをしている場合じゃない！！」と意味

もない衝動にかられ、旅に出ようと中退を試みるも、反対する父親の壁にあえなく撃沈...。

　地元を離れたい一心で何とか大学に合格したが、相変わらず名古屋で普通の学生生活…、4年生

の頃に「俺はこんなことしている場合じゃない“病”」が再び目を覚まし、自分の知らない世界に行

こうと、何を血迷ったか東京で夜の世界に飛び込むべく、荷物をまとめるが電車賃がないことに

気づく。 仕方なく派遣のバイトで夜な夜な働くうちに、気づけば山奥のホテルに厨房スタッフとし

て住み込んでしまっていた。派遣社員ながら料理の盛り付けや接客をテキパキこなしていると、

「料理人にならないか？」とスカウトされる。 しかしそれまで、毎日のように“鉄拳”の飛び交う

世界を目の当たりにしてきた自分は、迷わず逃走。

　「どこでもいいので、できるだけ遠くに飛ばしてください！！」と面接で言い切って合

格した会社は当時日本で最大規模の水道工事業者（しかし後に倒産）。 さっそく

長野県の山奥、標高1300ｍの村に派遣され、冬は氷点下20度近くになる環境の中、

こたつと石油ストーブしか無い、隙間風が吹き入るボロ旅館で、生命の危機を感じ

ながら二度の冬を越す。 そこで多くの出会いに恵まれ、上水道の配水池や下水処

理施設の建設などを経験した後、結婚を機に帰郷。

　家業に就くが、当時の旧態依然とした体制に愕然。「このままではヤバい！！」との危機感から一念発起、がむしゃら

に働き続けること18年、そのおかげで少しずつ事業も成長し、平成28年になって念願だった新社屋が完成すると同時

に、3代目の代表に就任する。

　しかし、“まだまだこれから頑張ろう！”と意気込む自分を背に、スタッフが相次いで離反、そして畳みかけるように

長年連れ添った妻との離婚...。 そういった経験と反省から、1日2箱吸っていた煙草をやめ、夜型だった生活は早

朝5時には起床し、読んだことのなかった新聞に目を通すなど、それまでの生活を改める（背伸びして日経も購読）。

そして、初心に戻って勉強を重ね、試行錯誤を繰り返しながら経営に取り組む傍ら、家事と三人の子育てに

奮闘中！！
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杉浦 学　昭和51年3月19日生まれ　O型　魚座

趣味：ゴルフ、水泳、サウナ、スキー、旅行、料理（少 ）々

独身（離婚歴１）、子供：男子3人（平成13年、17年、22年生まれ）

座右の銘は「“愚痴”と“言い訳”からは何も生まれない」
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”地域の人と人、
過去と未来を繋ぐ企業”を
目指してがんばります！！
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